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部落差別
（同和問題）編

▲部落差別について学ぶ 6年生

　「
人
権
」
と
は
、「
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
つ
権
利
」
で
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に

は
、
人
権
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

（
人
権
課
題
）
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
人
権
課
題
は
、
決
し
て
「
誰
か
ほ
か

の
人
の
こ
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
こ
と
」
と
し
て

考
え
、
互
い
を
尊
敬
し
あ
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
一
緒
に
「
人
権
」
を
考
え
、
あ
な
た

の
「
人
権
」
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
理
解
を
深
め
、
部
落
差
別
の
な
い
社

会
を
目
指
し
て
」

　
部
落
差
別
は
、
決
し
て
過
去
の
問
題

で
は
な
く
、
現
在
も
な
お
社
会
の
中
に

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
誤
っ
た
認
識

か
ら
生
ま
れ
る
偏
見
や
何
気
な
い
言
葉

が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
誰
か
を

傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

差
別
は
、「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然

に
な
く
な
る
（
寝
た
子
を
起
こ
す
な

論
）」
で
は
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま

04

シリーズ

人権

「
誰
か
」の
こ
と　

じ
ゃ
な
い
。

人
権
を
育
て
る

せ
ん
。
解
消
す
る
た
め
に
ま
ず
は
、
差

別
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
正
し
く
学

び
、
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
意
識
や
行

動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
も
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

講
演
会
（
詳
細
は
19
ペ
ー
ジ
）
や
人
権

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
街

頭
啓
発
な
ど
、
市
民
の
方
々
を
対
象
と

す
る
啓
発
や
、
行
政
職
員
、
教
職
員
、

企
業
等
へ
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
落
差
別
に
対
す
る
正
し
い

出
会
い
や
認
識
を
育
む
た
め
に
、
市
内

の
小
学
生
に
対
す
る
学
習
会
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 人

権
・
同
和
対
策
室　

７
５
・
４
９
８
４

　部落差別（同和問題）については、インターネット上での差別的表現の書き
込みや特定の地域を同和地区として指摘する書き込み、結婚・交際、就職及び
職場における差別的取扱いなどの人権問題が依然として存在しています。「部落
差別の解消の推進に関する法律」の趣旨及び同法第６条に基づく調査の結果を
踏まえながら、新たな差別を生むことがないように留意しつつ、真に問題の解
消に資するものとなるよう、内容や手法等に配慮した啓発活動を行い、部落差
別（同和問題）を解消する必要性に対する理解を深めていくことが必要です。
　また、部落差別（同和問題）の解消を阻む大きな要因となっている、いわゆる「え
せ同和行為」を排除するための取組を行っていくことが必要です。

部落差別（同和問題）を解消しよう
法務省が定める啓発活動強調事項

法務省 HP

■ラグビータウンプロジェクトとは
　市とプロラグビーチーム「ルリーロ福岡」が連携し、
ラグビーを通じて地域のにぎわいづくりや人材育成、交
流促進を進める取組です。選手と、地域や企業などをつ
なぎ、スポーツによる地域活性化を目指しています。
　今回は、リーグワン参入 2 年目のシーズンを終えたル
リーロ福岡の豊田将万ヘッドコーチに、今期の振り返り
や、地域とともに歩むチームとしての想いをお聞きしま
した。

■「地域に合った形」をつくれたリーグワン 2年目の
　　シーズン
　昨シーズンは参入初年度ということもあり、すべてが
手探りの状態でした。しかし今シーズンは、このチーム
や地域に合った準備の仕方を少しずつ形にでき、それが

「5 勝 2 分 8 敗（昨季は 3 勝 12 敗）」という結果に繋がっ
たと感じています。敗戦のなかでも「何が足りなくて、
どうすれば勝てたのか」を選手自身が理解できるように
なったことは、昨年からの大きな進歩です。選手同士が
切磋琢磨し、互いに成長できる環境が整ってきました。

■ "地域クラブ "だからこその難しさと強み
　ルリーロ福岡は、単一の企業が所有する実業団チーム
ではなく、筑後地域約 50 社の地元企業に選手たちが勤
務し、地域全体で支えられているクラブチームです。日
中はそれぞれ違う仕事に就き、夜に集まって練習してい
るので、限られた時間の中でどれだけ質の高い練習がで
きるかを大事にしています。ただ、その環境は難しさだ
けじゃなく、強みにもなっています。選手同士が「どん
な仕事をしているんだろう」と互いに関心を持ちながら
関係を築いていて、それがチームの一体感につながって
いると感じます。

■地域との距離が近づいたシーズン
　今シーズンは、公開練習や地域イベントなどを通して、
地域とのつながりが一層深くなったと感じています。試
合の日だけではなく、普段から選手やチームを身近に感
じてもらえることは、チームとしてすごく大切だと思っ
ています。イベントなどに参加する中で、「地域の誰か
の役に立てる存在でありたい」という思いも、選手たち
の中で強くなってきているのではないでしょうか。

　地域の皆さまにチームをより身近に感じていた
だけるよう、公開練習を実施します。
　ぜひ会場で、選手たちの熱い練習風景をご覧くだ
さい。

■開催日　7 月 14 日（火）、24 日（金）、28 日（火） 
　　　　　8 月 4 日（火）
■時間　各回 18 時 45 分〜 19 時 45 分頃
■場所　吉井体育センターグラウンド
※小雨決行、荒天中止
※中止の場合は、ルリーロ福岡公式 SNS で
　お知らせします。

ラグビータウンプロジェクト推進係 75-3343

うきはでトライ！うきはでトライ！

ルリーロ福岡
公開練習のお知らせ

■自治体応援デーと来シーズンへの想い
　今シーズンから「自治体応援デー」という取組も始ま
りました。これは、ルリーロ福岡と連携協定を結んでい
る筑後地域の 14 自治体が主役となって、それぞれの地
域の魅力を PR する試合です。自治体ごとに会場の雰囲
気や特色も違っていて、選手たちも地域に応援されてい
ることを実感できたと思います。
　来シーズンは、今年あと一歩で勝ち切れなかった試合
をしっかり勝てるチームになっていきたいです。そして、

「ルリーロ福岡が地域にあってよかった」と思っていた
だける存在を目指して、これからも地域の皆さんと一緒
に成長してまいります。

▲円陣を組む豊田将万
　ヘッドコーチ

▲自治体応援デーの様子

ルリーロ福岡公式インスタグラムはこちら▶︎
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